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This paper describes the results of analysis of tidal current data collected in Toyama Bay. Current data at 

depths of 10 m and 30 m were collected every 30 minutes by the Shin-Minato Fishery Cooperative 

Association from oceanographic buoys located approximately 3 km offshore from the mouths of the 

Shogawa and Oyabe Rivers in Toyama Prefecture and approximately 3 km offshore from the National 

Institute of Technology, Toyama College, Imizu Campus. A multi-variable statistical optimal model was 

constructed from the obtained data, and various time series analyses, such as noise contribution and 

impulse response, were carried out. 
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1． はじめに 

近年、各種のセンサが発達したおかげで、様々な分野で

のフィールドデータを容易に取得できるようになってき

ている。富山湾でも海洋観測ブイが設置され、特定の水深

での潮流データも計測できるようになった。 

本研究では、富山湾で収集された潮流データについて

解析結果について述べる。解析対象データは、富山県の代

表的な河川である庄川・小矢部川河口から約3km沖合の地

点と富山高専射水キャンパスの約3km沖合の２つの地点

に設置された海洋観測ブイで収録された。このデータに

多次元自己回帰モデルのあてはめを試みる。このモデル

への同定が行えれば、既に解析手法が確立されているノ

イズ寄与率解析やインパルス応答解析を行うことができ

る。 

以下では、その時系列解析結果について報告する。 

2． 富山湾の潮流データの収録 

潮流データは、庄川と小矢部川河口から約3km沖合(36ﾟ

49.02'N,137ﾟ05.24'E)と射水市海老江海岸の約3km沖合

(36ﾟ47.67'N,137ﾟ09.52'E)に設置された海洋観測ブイで、新

湊漁業協同組合により流向流速計を用いて30分毎に観測

された水深10mと30mにおける流速データを用いた。使用

された流向流速計は、JFEアドバンテック社 INFINITY 

AEM-CADであり、流速センサーは２軸電磁誘導方式で、

測定範囲：0～±500cm/s、分解能：0.02cm/s、精度：±1cm/s 

or ±2% (流速検定は0～±100cm/sの範囲)である。また、方

位(磁針方位)センサーはホール素子で、測定範囲：0ﾟC～

360ﾟ、分解能：0.01ﾟ、精度：±2ﾟである。 

尚、観測は2022年4月より行なわれており、今回は2022

年4月と5月のデータを解析した。 

図-１に潮流データを収録した地点を富山湾上に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 富山湾における潮流データの収録地点 
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3． 多次元自己回帰モデルによる同定 

解析に際しては、以前より用いている多次元自己回帰

モデル呼ばれる統計モデルを用いた[1]。 

実際に収録したデータは、２つの地点で、それぞれの地

点における２種類の水深で収録されているので、計４種

類(以下、４ch)分のデータを収録した。収録データ数は

2928個/chであったので、時間換算で2928個×0.5時間=1464

時間≒約２カ月(61日)分のデータを解析対象とした 

各chのデータは具体的には、 

1ch(甲部台沖,水深10ｍ)、2ch(中瀬五番,水深10ｍ) 

3ch(甲部台沖,水深30ｍ)、4ch(中瀬五番,水深30ｍ) 

であり、これを使って４次元の自己回帰モデル、 

1

( ) ( ) ( ) ( )
M

m

X n A m X n m U n
=

= − +   (1) 

を構築した。各要素で表現すると下記のようになる。 
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図-2 時系列データの一例 

4． 解析結果の例 

 使用した時系列データの一部を図-2に示す。注意深く観

察すると、周期の長い変動では何らかの関連性があるよ

うにも思われるが、定量的な判断はできない。 

 次に、時系列データに自己回帰モデルをあてはめる。解

析では、比較的変動が大きいと思われる部分を切り出し

た。またその切り出し部分を数回変化させ、それぞれでモ

デルを作成して解析を行った。いずれの場合もモデルの

次数は8次から10次であった。このモデルを使って、ノイ

ズ寄与率やインパルス応答を求め解析を行った。 

図-3に4ch(中瀬五番,水深30ｍ)へのノイズ寄与率を示す。

スペクトルは特に低域でのパワーが大きかったが、図か 

図-3 4ch(中瀬五番,水深 30ｍ)へのノイズ寄与率 

らわかるように、低周波領域に注目すると、2ch(中瀬五番,

水深10ｍ)からのパワー寄与が比較的大きいことがわかる。 

続いて時間領域での変数間の応答特性を確認するため

にインパルス応答を計算した。図-4に1ch(甲部台沖,水深

10ｍ)から3ch(甲部台沖,水深30ｍ)へのインパルス応答と、

2ch(中瀬五番,水深10ｍ)から4ch(中瀬五番,水深30ｍ)への

インパルス応答を比較したものを示す。図から、2ch(中瀬

五番,水深10ｍ)から4ch(中瀬五番,水深30ｍ)へのインパル

ス応答のほうが大きいことがわかる。中瀬五番の位置は2.

で述べたように庄川と小矢部川河口から約3kmの地点で

ある。このため表層における河川水の影響により、応答が

大きく現れているのかもしれない。 

 

図-4 水深10mのインパルス変化に対する30ｍへの応答 

 

5． おわりに 

現在、収録されたデータを自己回帰モデルに当てはめ、

解析を試行した。使用したデータは2022年4月と5月の2ヶ

月分であるが、今回の解析結果が例えば季節と関係があ

るのかなどについては、今のところ不明である。今後は、

さらにデータの収録を積み重ね、富山湾の海象について

の知見とも組み合わせ、季節変動等も注意しながら、さら

に解析を進めたいと考えている。 
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